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レポート・サマリ



概要

コーポレート・シティズンシップは、社会、環境、経済に TI がおよぼす影響に

ついて、説明責任を負うというコミットメントです。 私たちは世界各地での活動

に対し高い基準を設定しており、社内とサプライ・チェーンの両方において倫理

的な商習慣とコンプライアンスを重視しています。

シティズンシップ  

TI のコーポレート・シティズンシップ・コミットメントは以下の内容に

わたっています。

• 会社の運営。

• 製品に対する責任。

• 環境への責任。

• 従業員の福利厚生。

• 地域へのコミットメント。

• アドボカシー。

• コーポレート・ガバナンス。

部門を超えた経営陣で構成される弊社のシティズンシップ戦略チーム

は、以下の領域で弊社の取り組みを指揮します。

持続可能性 

弊社では、「持続可能性」という言葉は主に業務の遂行に関して使われ

ています。 私たちは、持続可能で責任ある行動を取ることで、将来の世

代に負担をかけることなく、現在の資源ニーズを満たすことができると

信じています。 TI は製造過程、オフィス業務、流通において無駄を削

減し効率化することで、持続可能性の推進をしています。 

持続可能な発展を続けていくために、年間目標と複数年の目標を立てて

います。 年間の目標では継続的な改善とコスト削減を重視しており、エ

ネルギーや化学物質の使用量、水道光熱費の削減などを目標にしていま

す。
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レポートの範囲

本書は 2012 年度の社会的業績および環境的業績の概要を示すものです。 本書では、TI が 

100% 所有している全世界の全事業について記載しており（別途記載の箇所を除きます）、2011 

年後半に取得した旧ナショナル セミコンダクターの施設についても初めて記載しています。 

「TI」、「弊社」、「私たち」などの用語は TI の事業運営を指し、区別せずに使用していま

す。 通貨はすべて米ドルで表されます。

グローバル・レポーティング・イニシアティブ

2012 コーポレート・シティズンシップ・レポートの詳細は Web で入手いただけます。ti.com/

ccr をご覧ください。 コーポレート・シティズンシップ・レポートの作成にあたり、グローバ

ル・レポーティング・イニシアティブ（GRI）のサステナビリティ・レポーティング・ガイドラ

イン（G3）を使用しました。 レポートは現在第 7 版まで作成されており、GRI の自己評価ア

プリケーション・レベル A の基準を満たしています。詳細については、ti.com/ccr-griindex 

をご覧ください。

受賞および表彰

2012 年に、さまざまなサード・パーティーによって TI の社会的功績および環境的功績が表彰

されました。

• ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（北米部門）に選ばれました。

• CR マガジンの「100 ベスト・コーポレート・シティズンズ」と、IT 部門の「10 ベスト・

コーポレート・シティズンズ」に選ばれました。

• エシスフィア・インスティテュートの「世界で最も倫理的な企業」に選ばれました。

• フォーチュン誌の「世界で最も賞賛される企業」に選ばれました。 

• Thomson Reuters の「トップ 100 グローバル・イノベーター」に選ばれました。

• ニューズウィーク誌の「グリーン企業ランキング」に選ばれました。

• ワーキング・マザー・マガジンの「ワーキング・マザーに適した企業ベスト 100」に選ばれ

ました。

• マイノリティ・エンジニア誌の「トップ 50 社」に選ばれました。

すべての受賞のリストは、ti.com/ccr-awards をご覧ください。
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2012 年度の概要
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革新し続けることが私たちの仕事です。 私たちは 80 年

以上にわたり、最高のテクノロジー・ソリューションを

作り上げることに情熱を傾けてきました。 この間、問題

解決に取り組む私たちの熱心で誠実な姿勢は変わりませ

んが、問題自体は時とともに変化してきました。 

ここ数年、私たちはアナログおよび組込みプロセッシン

グへ集中するように意識的に業務を精錬してきました。 

これらの製品群は、成長が見込まれる有望な巨大市場で

す。 また、これらの製品のアプリケーションは、世界中

の人々の生活の質に大きな影響を与るとともに、今日最

大の懸案事項、たとえば、エネルギー効率や車両の安全

性、医療用画像の発展といった問題を解決する可能性を

秘めています。 私たちは、そのような問題に取り組むお

客様の手助けができることを誇りに思います。

2012 年、新しい施設と従業員を責任を持って受け入れ

るよう尽力しました。この結果、製造能力は大幅に拡大

し、さらなるフレキシビリティをお客様にご提供できる

ようになりました。 成長には困難が伴いますが、私た

ちは長期的な発展のために、これからも誠実にビジネス

に取り組み、倫理的に資源を消費し、責任ある革新を進

め、事業リスクを緻密に管理していくことをお約束しま

す。

本レポートをお読みいただき、弊社の歩みと目標につい

てぜひご確認ください。 これは、多くの献身的な人々が

弊社の世界への貢献を継続的に改善しようと懸命に努力

したあかしです。 前進し続ける私たちの務めは、これま

で以上に強力な TI、サプライ・チェーン、近隣地域を築

き上げることです。

Rich Templeton
会長、社長兼最高経営責任者

最高経営責任者からのご挨拶
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TI はアナログ ICと組込みプロセッサを設計および製造しており、100,000 を超

えるお客様が未来を変革するお手伝いをしています。。

2012 年の実績

持続可能性とシティズンシップ

私たちは、自分たちが社会、環境、および経済におよぼす世界的な影響について

説明責任を負うと考えています。

• 世界的なエレクトロニクスのサプライ・チェーンで効率を向上し、社会的、倫

理的、環境的な責任を育むために、電子業界 CSR アライアンスに加入してい

ます。

• 217 件のエネルギーおよび水の利用効率化プロジェクトを実施し（62% アッ

プ）、年間で 1,010 万ドルを節約しました。

• 無駄や化学薬品の使用の低減、従業員の安全向上などの継続的な改善とコスト

節約につながる年間目標を設定しました。

• （2010 年に設定した基準に対して）エネルギー、水、温室効果ガス（GHG）排

出量を削減するという弊社の 5 年間の目標に向かって業務を続けました。 

事業の継続性

事業の中断に備えた活動を維持しています。 

• 戦略的方向性を設定して事業継続性の目標（自然災害などの大規模な事件が発

生した際の業務効率など）と整合を取るために、事業継続性チームを立ち上げ

ました。

• 備えを確かなものにしてお客様の要件に応えるために、弊社のサプライ・チェ

ーン全体の代替調達および在庫戦略を分析、拡張しました。

• 中央プライバシー委員会を設立し、弊社従業員、お客様、ビジネス・パートナ

ーの個人データを確実に保護できるようにしました。

• 2011 年の自然災害を評価し、そこから得られる教訓を確認しました。

• 取得したナショナル セミコンダクターの拠点で事業の継続性プログラムの要

素を改善しました。

• サプライ・チェーンのリスクの評価と管理を改善するよう取り組みました。

事業内容
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サプライヤに対する責任

弊社は 11,000 社以上のサプライヤと密接に連携し、責任を持って革新的な製品を

製造および提供しています。

• サプライヤ向けの環境的責任および社会的責任ポリシーを更新し、人道的待遇、

人権、倫理だけでなく、より厳しい環境的および社会的責任の管理も含めるよう

に評価を拡充しました。 

• 米国の購買額の少なくとも 5% をマイノリティおよび女性所有のサプライヤに投

じるという目標を上回りました。  

今後の計画： 2013 年以降

• 労働、健康と安全、環境、および倫理慣行についての指針を示した、電子業界 

CSR アライアンスの行動規範の実施をさらに進めます。 それに合わせて、従

業員とサプライヤのトレーニングを行います。

• インドや中国などの発展途上国で事業の継続性に対する備えを確実にします。 

• 米国の購買額の少なくとも 5.5% をマイノリティおよび女性所有のサプライヤ

に投じます。

Company operations
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弊社のイノベーションは、多数の業界で、製品の製造効率アップや信頼性、安全性の

強化に役立っています。

2012 年の実績

イノベーション

80 年以上にわたり、私たちの成功の核になってきたのは技術革新でした。 

• 研究開発に 20 億ドル近く投じました。 この取り組みの中で、全世界のイノベー

ション・センター拡充や、研究パートナーシップの強化を行いました。 

• 独立した組込みプロセッシング・チームを立ち上げ、組込み分析をさらに強化しま

した。

• 世界学生エンジニアリング設計コンテストを開催しました。35,000 名の学生が参

加しました。 

持続可能な製品設計

私たちは、お客様の抱えている問題を解決し、お客様の技術的要望を予測してニーズ

を満たせるよう誠実に取り組んでいます。 

• エネルギー・メーター向け IC ファミリを新たに発売しました。この製品は、お客

様がエネルギー使用量を詳細に管理し、節約のための設備に投資してアップグレー

ドするかどうかを情報に基づいて決定するのに役立ちます。

• 公共事業体がエネルギー使用量をより正確に測定して監視できるスマート・メータ

ー・システム・オン・チップおよびプラットフォームを発売しました。 この製品

は、お客様がエネルギー消費をピーク時間帯以外にシフトするのにも役立ちます。

• プリンタ、ビデオ監視装置、ファン、ポンプ、バルブ、パワー・ツール、コンシュ

ーマ・エレクトロニクスといった製品の消費電力を低減する低電圧モーター・ドラ

イバ・ファミリをリリースしました。 

• 血糖値計や煙探知器など、日常的に利用するデバイスの電力消費を半分以下に低減

する超低消費電力マイコンを開発しました。 また、バッテリ動作時間を 10 ～ 20 

年に伸ばすことで、バッテリ交換のない未来に一歩近づけます。 

• 自動車メーカーがより安全な車両を製造するのに役立つ、SafeTI™ 機能安全プラッ

トフォームを新たに発売しました。

• 3D パイプ・スキャン、産業用品質管理、静脈イメージング、歯科用スキャン、お

よび 3D 指紋認証で使用される DLP® LightCrafter™ 設計プラットフォームをリリ

ースしました。

製品に対する責任
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持続可能な製造

私たちは、責任ある方法で資源を調達し、業務における非効率を減らして、従業員

の権利を守るとともに、適用されるすべての法規を遵守することを目指していま

す。 

• 約 100 万個の教育用テクノロジー製品の小売包装に含まれるポリ塩化ビニルの

量を 55% 削減しました。

• 約 150 万個のグラフ電卓向けの印刷物の操作マニュアルをデジタル化し、印

刷、配送、および廃棄物を低減しました。

今後の計画： 2013 年以降

• 収益のうち少なくとも 12% を研究開発に投資し、画期的で累積的なイノベーシ

ョンを推進します。

• 電子業界 CSR アライアンスのプロトコルおよびツールを導入し、製品製造と規

制準拠のために継続的な改善を推進します。 

• International Sematech Manufacturing Initiative および Engineering Re-

search Center for Environmentally Benign Semiconductor Manufacturing と

連携し、ナノ材料使用に関わるリスクに対する理解を深め、リスクを軽減しま

す。 

• よりスマートで効率的に機能する送電網を実現するためのテクノロジー、ツー

ル、および技法を開発します。

• お客様が水、エネルギー、ガス、および環境に影響する要因をリアルタイムに測

定および管理するのに役立つセンサ・テクノロジーを推進します。これは、貴重

な資源をより効率的に使用するのに役立ちます。

• LED 照明システムの普及を促進するために、簡単に設計できて価格的にも入手し

やすい LED 照明システムが実現するよう努めます。

• エネルギー・ハーベスト、保存、および提供により太陽光発電テクノロジーを次

なるレベルへと引き上げます。 

• 自律的な緊急ブレーキやヘッド・アップ・ディスプレイなどの機能によって自動

車の安全推進に役立つ、半導体デバイスおよびシステムを開発します。 

• 教室、最先端の医療用画像機器、3D 指紋認証、および産業用検査システムで使

用される投影ソリューションを改善します。

Product stewardship



2012 コーポレート・シティズンシップ・ レポート・サマリ   |   11

私たちは、資源の保護や世界中の拠点における業務の効率化など、環境的実績を継続

的に改善するよう取り組んでいます。 

2012 年の実績

大気環境

私たちは、可能な場合は法で定められている以上に排気を自主的に低減しています。

• フロンガス冷却剤の漏出率を 2011 年の 4.8% から 2.8% に低減しました。 

• 大気質管理を含めた施設のシステムを評価し、改善策を実施しました。 

• North Texas Commission の「ベスト・ビジネス・オペレーション」部門の「2012 

年クリーン・エアへの取り組み賞」に選ばれました。業務におけるエネルギー消費

を減らし、それによって排気を減らす包括的なプランが評価されたためです。

• 米国における揮発性有機化合物の排出は推定 11% 増加しました。 弊社の米国内の

拠点からの窒素酸化物の排出は 3.7% 増加しました。*

生物多様性

地域の生物と生態系への影響を最小限に抑えるよう業務運営を監視しています。

• 生物多様性評価を実施し、弊社の業務運営が生物多様性の高い地域に影響を及ぼさ

ないことがわかりました。

• 国際自然保護連合のレッド・リストとの協議を重ね、動植物種への潜在的なリスク

を理解し、TI の業務運営による悪影響が発生しないことを確認しました。 

気候変動

温室効果ガス（GHG）の排出量を削減するよう半導体業界内で積極的に活動していま

す。

• 米国環境保護庁（EPA）と協力し、半導体業界向けの実施可能で正確性の高い GHG 

算出方法を確認して開発しました。

• 新しい報告義務規則を遵守し、年間 GHG 排出量を EPA に報告しました。

• ヨーロッパ連合の排出権取引制度を遵守し、ヨーロッパへの航空機利用による年間

排出量を開示しました。

• 弊社の二酸化炭素排出量は 1.5% 増加しました。 弊社の標準化 GHG 排出量（製造

する半導体チップ 1 個あたりの GHG 排出量）も増加しました。*

環境への責任

*See footnote above charts on p.13.
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エネルギー利用

私たちはエネルギー効率対策から節約慣行まで、エネルギー利用を削減するための

包括的なアプローチを取っています。

• 光熱費を 600 万ドル節約するという目標を 190 万ドル上回りました。 これは

181 件のエネルギー効率化プロジェクトを実施することで達成され、46,000 ト

ンの二酸化炭素が大気中に排出されることを防ぎました。

• 米国エネルギー省の「優れた工場」プログラムに参加し、エネルギー強度を 10 

年間で 25% 削減する取り組みに参加しました。 これは、同じ製造業務を実施す

る際に使用するエネルギーを 25% 削減することを意味します。 

• 引き続き、テキサス州の拠点における使用電力の 10% は風力発電による電力を

使いました。

• エネルギー使用量は 5% 増加しました。ただし、標準化エネルギー使用量は減り

続けています。*

交通システム

弊社の効率的な製品配送、保有車両、および従業員通勤プログラムにより、コスト

低減、大気質向上、従業員の福利厚生向上を実現します。

• 燃料費および産業費用の増加にも関わらず、製品量の統合、配送ネットワークの

最適化、および有利な価格の交渉により、1,500 万ドル以上節約しました。 ま

た、空輸の代わりに海上輸送を利用することで、輸送費用を 500 万ドル以上節

約しました。

• 弊社の「自転車通勤の日」への参加が 57% 増えました。 450 名を超える TI の従

業員が 14 か国、延べ 7,300 マイルを自転車通勤しました。この結果、359 ガロ

ンのガソリンが節約され、推定 3.1 トンの二酸化炭素排出量が削減されました。 

• 従業員が仕事中に電気自動車を充電できるように、カリフォルニア州サンタクラ

ラにある TI の拠点に 4 つの充電ステーションを設置しました。 

• 北テキサスの社員に公共交通機関を利用して出勤するよう奨励しました。従業員

の約 10% が利用しました。 

水利用

水を節約し、再利用しています。また、水質保全に取り組んでいます。

• 18 億ガロンの水を再利用しました（20% の増加）。これはオリンピックで使用

される規模の水泳プール 2,728 杯分に匹敵します。 

• 36 件の水利用効率化プロジェクトを実施し、約 3 億 6,900 万ガロンの水と 

220 万ドルを節約しました。 

• 水の使用量は 9% 増加しました。弊社の標準化水使用量も増加しました。*

Environmental responsibility

*See footnote above charts on p.13.



2012 コーポレート・シティズンシップ・ レポート・サマリ   |   13

Environmental responsibility

廃棄物管理

各製品を効率的に使用し、可能なかぎりリサイクルするよう尽力しています。

• 製造およびアセンブリ/テスト業務向けの新しいプログラムを実施し、目標とした

化学薬品の使用を 3% 低減しました。 

• 廃シリコン・ウェハーをソーラー・パネル製造業者に販売することによ

り、23,714 キログラムの廃シリコン・ウェハーを廃棄せずに済みました。 

• 350 トンを超える堆肥化できる有機性廃棄物をリサイクルしました。

• 合計廃棄物リサイクル率を 93% に引き上げました。 

調達 

購入する材料の効率を最大化して、責任ある方法で材料を調達し、可能なかぎり弊

社の業務内外で材料をリサイクルするよう努力しています。

• 主に旧ナショナル セミコンダクターの製造施設の統合が原因で、半導体の製造お

よびパッケージに使う材料の調達を増やしました。

持続可能な拠点

私たちは、より持続可能な方法で新しい建物を建築し既存の建物を運用できるよう

に、Leadership in Energy and Environmental Design（LEED）基準に準拠してい

ます。

• テキサス州シュガーランドで、米国グリーン・ビルディング協議会の LEED-NC（

新建築物）プログラムに登録された新しいオフィスビルの設計を開始しました。

今後の計画： 2013 年以降

• 製造する 1 チップあたりのエネルギーと水の使用量を 45% 低減するという目標

に取り組み、2015 年までにチップあたりの温室効果ガス排出量を 30% 削減しま

す（2010 年基準）。 

• 米国の新しい亜酸化窒素削減規制に準拠するよう取り組みます。この新しい規制

は、ディーゼル式発電機の維持に制限を設け、そのような活動に対して申請書を

求めるものです。 私たちは現在、この規制への準拠を前倒しで進めています。

• 残り 28 基の冷却装置を交換または廃棄できるか検討を進め、フロンガスの使用

量をさらに削減します。

• エネルギー削減プロジェクトを実施することによって光熱費を 800 万ドル低減し

ます。

• 世界中に通勤プログラムを広げ、参加を促進します。 

• 弊社の事業による地域の生態系への影響を最小限に抑えるよう引き続き尽力しま

す。
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Environmental responsibility

• さらなる製品出荷コスト削減、効率化、および統合の機会を特定し、引き続

き貨物移送インフラストラクチャを最適にします。 

• テキサス州の干ばつの状況を注視し、地域の公共水道事業者と協力して水の

確保問題を解決します。

*弊社の前年比実績は、地域によっては 2011 年後半のナショナル セミコンダクター買

収の影響を受けています。 今回の買収では 3 箇所の製造施設と 1 箇所の巨大オフィス

複合施設が追加されました（全世界の敷地面積が 11% 増加）。
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Environmental responsibility
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私たちは、対象限定トレーニングおよび開発を行った、協力的で多様性を受け入れる

職場環境によってイノベーションが啓発されると信じています。 

2012 年の実績

安全

職場の安全を保つプログラム、ポリシー、およびツールに多額の投資を行います。

• 米国の半導体産業の中でトップクラスの安全性実績を達成しました。米国半導体工

業会によると、勤務中の要記録事故発生率は全体で 0.24、休業、仕事に制限が生

じた日数、または仕事の移管が生じた日数の割合は 0.12 でした。 

• 新しい健康と安全の指標管理システムを開発しました。このシステムは潜在的なリ

スクを早期に共有し、対応するのに役立ちます。 

• コンピュータ・ワークステーションおよび製造部門に勤務している従業員に対して 

1,929 回を超える人間工学的評価を実施しました。

• 人間工学的監視および報告を改善するとともに、人間工学的リソースを適用する新

しい機会を識別しました。 この結果、人間工学関連の負傷は増加しましたが（要

記録事故発生率が 0.036 から 0.097 に上昇）、弊社全体では、優れた実績を維持

しています。 

健康

弊社の総合的な福利厚生プログラムは、勤務中の従業員を保護し、従業員の特定の健

康ニーズに対応するように設計されています。

• National Business Group on Healthによって、2012 年の「健康的なライフスタイ

ルのためのベスト企業賞」のプラチナ受賞者に指名されました。 

• 12-12-12 キャンペーンを立ち上げ、従業員が 1 日のうち 12 分間を健康的な活動

またはリラックスできる活動に費やすか、12 か月で 12 ポンド減量すること、あ

るいはその両方を奨励しました。 1,600 名を超える社員が参加しました。

• 米国内の各拠点において、施設内のインフルエンザ・クリニックで 5,946 名の従

業員と退職者に予防接種を受けさせました。

 

ワーク・ライフ・バランス

ワーク・ライフ・サポートを提供するとともに、競争力のある給与と福利厚生、およ

び昇進機会を提供しています。これにより、最高の人材を採用して継続的に雇用で

きます。

• ワーキング・マザー・マガジンの「ワーキング・マザーに適した企業ベスト 100」

に 17 年連続で選ばれました。 

• 出産したばかりの女性従業員に調査を実施し、授乳室を改善しました。 

従業員の福利厚生
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• 弊社のコンシェルジュ・サービスを通して 11,450 件の要望に応えました。 米国

の約 21% の従業員がこのサービスを利用し、推定で 34,350 時間を超える時間を

節約しました。 

• 2,156 名の従業員が弊社のリソースおよび紹介サービスを使えるようにしました。

給与と福利厚生

私たちは、競争力のある給与と福利厚生を提供しています。

• 給料を上げ、全世界のすべての従業員に対し、利益配当により基礎収益の約 8%

（2011 年の当社実績に基づく）を支払いました（現地の規制計画があるフランス

とメキシコを除きます）。 

• 米国の従業員の約 95% が退職貯蓄制度に加入できるようになりました。

• 従業員の401（k）貯蓄プランに 6,800 万ドルを支援しました。

多様性と包括性

私たちは、多様性のある社員がもたらすさまざまな経験、勤労形態、アイデアを通し

て、持続性のある競争上の優位性を実現できると考えています。 

• TI で働いている 750 名を超える米軍の退役軍人とその配偶者を支援し、兵士の家

族に対して強い働きかけを行うことを目的に、退役軍人多様性イニシアチブを立ち

上げました。

• 男性中心のこの業界で、女性の雇用を 23% 増やしました。 雇用人数の半数近くが

女性になりました。

• 全米女性企業家協会の「女性重役に適した米国企業トップ 50」に選ばれました。7 

回目の選出です。 

• ウーマン・エンジニア誌の「トップ 50 社」ランキングで 26 位に選ばれました。

• マイノリティ・エンジニア誌の「トップ 50 社」に選ばれました。 

採用

私たちは、多様性があり革新的な社員、すなわち世界をより良いものにする革命的な

テクノロジーを生み出したいと考えている人材が弊社に加わることを常に求めて

います。

• 全世界で 3,496 人の新従業員を雇用し、成績優秀な 364 人の大学新卒者に対して

常勤で働く機会を提供し、1,000 人近くのインターンを雇用しました。

• TI の文化と雇用機会をオンラインおよび世界中のキャンパスでもっと共有しよう

という新しいイニシアチブ、「engineeringchange」を開始しました。

• RecruitMilitary と協力の下、RecruitMilitary の会議やオンライン・フォーラム

を通して退役軍人に対する働きかけを増やしました。 

Employee well-being
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Employee well-being

勤続

従業員の雇用と勤続を促すためのさまざまなプログラムおよびインセンティブ

を提供しています。

• 勤続確保のために、カスタマイズされた能力開発プログラムを通して大学新卒者

が組織に早く溶け込めるようにしました。

• 業界平均を下回り続けている全世界の離職率を維持しました。 自己都合の離職

は 7.6% でした。

• 長期間の勤続年数を維持しました。世界全体の弊社社員の平均在職期間は 12 年

でした。

• 成長を続ける利益性の高い市場を重視するように事業戦略を練り直しました。 

その結果、一部のモバイルおよびワイヤレス事業に対する投資と、全世界で約 

1,700 の職を廃止しました。

人権

弊社は従業員を公正かつ倫理的に扱うように尽力しており、サプライヤにも配慮

と尊厳を持って従業員を扱うよう促しています。

• ヒューマン・ライツ・キャンペーン財団の男性同性愛者、女性同性愛者、両性愛

者、および性転換者の平等を基準にした米国企業平等インデックスで 85% のス

コアを獲得しました。 TI が選ばれるのは 5 年連続です。 

• 「サプライ・チェーンの透明化に関するカリフォルニア州法」を引き続き遵守し

ました。この法律は、企業に自社のサプライ・チェーンで奴隷制度と人身売買を

撲滅するための努力に関して報告を求めるものです。

• TI の電子業界 CSR アライアンスへの参加を受けて、全世界の工場長は、当社の

強化された社会的責任と人権に関して期待される内容と基準に取り組みました。 

能力開発

全世界の社員が学習し、実践し、成長するのを支援するために、さまざまなツー

ルとリソースにアクセスできるようにしています。

• 3,496 人の新従業員を暖かく迎え、最初のオリエンテーションを実施しました。 

• 体系化された初年度の能力開発プログラム、「Make an Impact」の開発と立ち上

げに投資しました。 

• グローバル・ローテーション・プログラムを拡充し、最高に質の高い経験を提供

するエキスパート・ローテーション・マネージャを特定しました。 370 人近く

の大学新卒者が参加しました。これは 2011 年に比べて 79% の増加です。

• 従業員 1 人あたり平均 33 時間を超えるトレーニングを行いました。

• 454 人の従業員に合計 250 万ドルの教育費を返還し、教育を支援しました。 
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Employee well-being

• TI のオンライン学習ツール、Learn@TI にアクセスできるようになりました。 

17,000 人近くの従業員がサイトにアクセスし、ソフトウェアに関する書籍を 

18,000 回、ハードウェアに関する書籍を 34,000 回、書籍の要約を 70,000 回閲

覧しました。 最大の関心分野はキャリアと自己啓発でした。

評価

私たちは、従業員の価値とコミットメントに感謝の意を表わすことで従業員と理解

し合い、従業員の意欲が高まり、従業員と価値観を共有できる度合いが増すとい

うことを、何年も前に発見しました。

• 新しい評価ベンダーを選択し、米国内の拠点において従業員評価の一貫性を追求/促

進するのに役立つ新しいソフトウェア・プラットフォームへの移行に成功しました。

参画

私たちは既存の従業員への働きかけプログラムを継続的に改善し、全世界の従業員

の意欲を高めています。

• 従業員が当社 CEO の全世界における活動、優先事項、およびビジョンを知ること

ができる社内サイト、CEO360º を立ち上げました。

• CEO を囲み意見を交わす機会を 25 回設けました。また、事業部門の責任者が参

加するその他多数のフォーラムを開催し、従業員がリーダーと交わる機会を設け

ました。

• ヨーロッパ、日本、中東、アジア、インド、および中国で TI のイントラネッ

ト・ニュース・ポータル Infolink を立ち上げて拡充し、従業員が現地のコンテ

ンツを作成することを奨励しました。

今後の計画： 2013 年以降

• 休業、仕事に制限が生じる事例、または仕事の移管が生じる事例の割合を 0.08 

以下、要記録事例率を 0.20 以下に保ちます。 

• 職場での事故や疾病を減らすために、安全と健康に関する対象限定研修を実施

し、事故防止情報を提供します。

• ワーク・ライフ・イニシアチブ、フレキシブルな労働オプション、および福利厚

生に関する啓発を行います。

• 多様性のある採用への取り組みを広げ、GettingHired や RecruitMilitary など

の組織とのパートナーシップを通じて障がい者と退役軍人を対象にします。 

• 中国での複数年の雇用計画をサポートし、マレーシアでの大学生の採用を増やします。

• 「engineeringchange」および「Make an Impact」プログラムのグローバル展開を

完了します。 

• マネージャに、従業員の成功と貢献に対して意味のある評価をするように促します。 

• 全世界で利用できるさまざまな機会の認知度を上げるために、従業員学習および

能力開発イニシアチブを、myDevelopment に名称を改めて立ち上げます。
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Employee well-being
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私たちは、強力な企業は強力なコミュニティを築き、強力なコミュニティが強力

な企業を築くと確信しています。

2012 年の実績

寄付 

私たちは、事業を運営している地域で、イノベーション能力を強化し、生活の質

を向上するイニシアチブをサポートしています。

• TI、TI 財団、および TI コミュニティ基金を通じて地域の組織に 3,040 万ド

ルを寄付しました。

• 米国では 630 万ドルをユナイテッド・ウェイに寄付しました。これには、従業

員、TI、および TI 財団からの寄付が含まれます。 また、従業員は教育およ

び芸術文化団体に 180 万ドルを寄付しました。弊社は、従業員の寄付に応え

て、TI 財団を通じてその他のコミュニティ団体にさらに 200,000 ドルを寄付

しました。

• TI 財団のボランティア・インセンティブ・プログラムを立ち上げました。この

プログラムは米国の従業員のボランティアの時間と適格な非営利団体への寄付

金を一致させるものです。

教育

将来の労働者の教育を促進し、技術発展を継続するために、科学、技術、工学、

および数学（STEM）教育に対し、特に米国において多額の投資をしています。 

• 教育を支援するために、ここ 5 年間で 1 億 5000 万ドルを超える金額を投資

しました。

• エデュケーション・テクノロジーの広報担当と女優のメイム・ビアリクが STEM 

教育の重要性をメディアで訴えました。 

• 教師の有効性を向上するための数学および科学用の新しいプロ教師育成プログ

ラムおよびリソースを立ち上げました。 

• アメリカ航空宇宙局と共同で、STEM 教育をサポートする新しい教室向けアクテ

ィビティを作成しました。

• 中華人民共和国教育部と連携し、中国中央部および西部の貧困地域の学校に 

100 のマルチメディア教室を寄付しました。 また、TI の成都製造施設の近く

の新しいプロジェクト・ホープ・スクール教室のために、中国青少年発展基金

会に 63,215 ドルを寄付しました。

地域へのコミットメント
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Community commitment

• TI のグリノック拠点（スコットランド）近辺にあるインヴァークライド教育局の

管轄内で、公立小学校全 22 校においてジェネレーション・サイエンスが無料の

科学ワークショップを提供できるように、25,000 ドルを寄付しました。 

• カリフォルニア大学バークレー校の工学教育を支援するために 220 万ドルを贈呈

することを発表しました。

ボランティア活動

従業員と退職者の両方に、自分の時間と経験を生かして地域社会に貢献するように

促しています。

• 従業員が約 47,000 時間（100 万ドル相当）をコミュニティ組織のボランティア

活動にあてることができました。これは 30% の増加です。

• TI 創設者コミュニティ・サービス賞プログラムを世界中の全従業員に拡大

し、123 件のノミネートがありました。

• より有能な取締役として活動できるように、米国において 121 名のコミュニティ

大使をトレーニングしました。

• アリゾナ州ツーソン、テキサス州シャーマン、メイン州ポートランドなどで地域

活動参与チームを設立し、TI コミュニティによる地域活動を強化しました。

参画

私たちはさまざまなフォーラムを通して、広範囲にわたるステークホルダーとの関

係を築いています。 

• 社会および環境に関してステークホルダーが最も重視する疑問や問題点を学習し

ました。これは主に、サプライ・チェーンの透明性、事業運営の慣行、環境的な

影響に関連した課題、さらには製品に対する責任に関するものでした。

• 弊社の E2E コミュニティを通してお客様との社会的な関わりが増え、E2E コミ

ュニティの登録メンバーは 100,000 人以上になりました。 地域活動への参加は 

2011 年よりも 46% 増加し、訪問は 600 万回を上回りました。

• TI の革新的なカスタマ専門家諮問委員会により、市場調査業界において国際的に

認知されました。 2012 年末時点で、同パネルには 104 か国、4,800 名以上の実

働会員がいました。

• Facebook と Twitter を使って「engineeringchange」の積極的なプロモーション

を展開し、従業員との関係を強化し、将来の従業員の採用に役立てました。 この

イニシアチブの立ち上げ以降、参画は 3 倍になりました。 

• 米国半導体工業会および世界半導体会議の会員企業と協力し、米国および全世界

で、貿易の促進、環境規制への取り組み、および知的財産の保護を推進しまし

た。
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Community commitment

今後の計画： 2013 年以降

• リソースの集中、測定方法の改善、および戦略的な助成金の開発を通して、科

学、技術、工学、および数学（STEM）の学生支援プログラムに対する慈善目的の

投資を可能なかぎり増やします。

• 学生の成果と教師の有効性を向上させる既存のプログラムのベスト・プラクティ

スを支援し、強化します。

• 中国青少年発展基金会を通して、中国四川省南部県の TI プロジェクト・ホー

プ・スクールを開校します。 TI の上海拠点の近くに別の学校を計画します。 

• 特定の TI 拠点でのトレーニングとサポートを拡充し、従業員のボランティア精

神と地域社会への関与を強化します。 

• 従業員の情報ニーズにうまく応えられるように、新しい採用者および既存の従業

員との対話を改善します。

• 弊社の非営利のパートナーに対して調査を実施し、TI の慈善目的の支援およびボ

ランティア精神に関するパートナーの評価を調べます。

• カスタマ専門家諮問委員会との協力を通じて、将来の半導体ニーズを評価し、技

術サポートを改善します。 

• www.ti.com/training を立ち上げ、お客様が必要とするトレーニングをいつでも

どこでも提供できる能力をさらに強化します。
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Community commitment
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私たちは株主、従業員、およびお客様に対し、事業目標を達成して、当社の利益を増

やし保護し、社会的義務を果たすのに役立つ責任ある管理方針を推進する義務があ

ります。 

2012 年の実績

• 重要な課題について米国の議員を教育し、働きかけをしました。 また、2011 年

後半のナショナル セミコンダクターの買収を受けて、メイン州、カリフォルニア

州、およびスコットランドの重要な政府関係者と新しい関係を構築して関係を深め

ました。 

• イノベーションの促進、科学と工学のインフラストラクチャ改善、重要な課税条項

の拡張、貿易障壁の撤廃、エネルギー効率が高くクリーンなエネルギー・テクノロ

ジーの導入加速、および成長に関わる他のテクノロジーを推進するイニシアチブを

前進させました。 

今後の計画： 2013 年以降

• 弊社が事業を展開している国々で、議員との関係を築き、強化します。

アドボカシー
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私たちは、長期的な成功のためには優れたコーポレート・ガバナンスが不可欠である

と確信しています。

2012 年の実績

• 多国籍でプライバシーの解釈がまちまちな可能性がある職場において、秘密情報を

保護するという私たちのコミットメントに基づき、新しい個人情報保護ポリシーを

採用しました。

• 環境、労働、人権に関する法律を遵守していないことによる重大な事故は発生せ

ず、重大な罰金を科せられることはありませんでした。 また、違法な収賄や汚職

に関して裏付けのある申し立てはありませんでした。 

• すべての従業員にエシックスとコンプライアンスの啓発トレーニングを実施

し、98.7% がトレーニングを完了しました。

今後の計画： 2013 年以降

• 世界中のすべての従業員に対し、TI の行動規範および職場でのハラスメント防止

方法に関するトレーニングを実施します。 また、従業員に対し、職場でのハラス

メント防止と秘密情報の保護に関するトレーニングを引き続き実施します。

コーポレート・ガバナンス
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裏表紙

テキサス・インスツルメンツのコーポレート・シティズンシップは従業員から始

まり、皆さんによって強化されます。 citizenshipreportfeedback@list.ti.com 

または弊社のソーシャル・メディア（Twitter の @AroundTIおよび Facebook の 

texasinstruments）から、ご意見・ご質問をお寄せください。 年間を通して最新

情報を www.ti.com/citizenshipで公開しています。


